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④施工要領

　●フラワーボックス本体を、同梱の専用ビスを用いて躯体に留め付けます。

　●施工前に必ず設計図・施工図などから柱・間柱などの位置、寸法およびモエン・下地材の寸法とフラワー

　   ボックスの取付位置の通気層に胴縁下地が入っているかを確認してください。 （下図参照）

　●フラワーボックス縦枠は確実に躯体位置へ取り付けます。

　●専用ビスの留付位置は、モエンの目地・実部分から３０㎜以上離し、先孔をあけて施工します。

　  （留付用コーチビスの場合の先孔はφ４．５㎜、留付用タッピングビスの場合の先孔はφ３．５㎜です。）

　●専用ビスの躯体への掛かり代は、必ず３０㎜以上確保してください。

●フラワーボックスにはエアコンの室外機などの重量物を絶対に設置しないでください。

　　●入隅などコーチビスが躯体に打ち込めない部分には本商品は取り付けできません。

　　●本商品は木造住宅用です。ＲＣ造・鉄骨造ＡＬＣ外壁などには施工できません。

　　●本商品はタイル張り外壁、センターサイディングなどには施工できません。
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胴縁

留付用六角コーチビス（φ5㎜×75㎜）

柱

モエン

留付用タッピングビス
（φ4.2㎜×75㎜）

留付用タッピングビス（φ4.1㎜×63㎜）

押す

　●底板は根太の切り欠き部に、はめ込みます。

底板

禁 止

　７－６　フラワーボックス

７　ウォールアクセサリー

　１）ウインポッシュ

■下地補強について

外壁通気構法では工法上、モエンと躯体の間に通気層（隙間）が発生します。

また、モエン金具施工では、金具の浮き寸法も通気層（隙間）となります。

このような隙間がフラワーボックス留付部分に生じる場合は、必ず隙間の厚みを胴縁や合板などで補強

した上で施工してください。

■化粧部材（FE51088）について

胴縁（厚み=18)

5（金具の浮き寸法）

モエン

胴縁（厚み=18) 補強用胴縁（厚み=15)

15（金具の浮き寸法）

ビスの掛かりしろ30以上

補強用合板など（厚み=5)

モエン モエン

柱

留付用タッピングビス
（φ4.1㎜×63㎜）

留付用テクスビス（φ4.1㎜×19㎜）

　　留付用テクスビス　(φ4.1㎜×19㎜）

　　留付用タッピングビス　（φ4.1㎜×63㎜）

　　本　体　（組み立て完成品）

　化粧部材（FE51088）は躯体およびフラワーボックス

　本体に同梱の専用ビスで確実に留め付けてください。

　　施工要領書

品　種

化粧部材本体

１　部

２　本

２　本

２　体

数　量

胴縁

モエン

柱 柱 柱

「金具施工」
モエンエクセラードなど

「通気金具施工」
モエンエクセラードなど

「釘打ち施工」
モエンＭ・Ｗなど

ビスの掛かりしろ30以上 ビスの掛かりしろ30以上

　７－６　フラワーボックス １）ウインポッシュ
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７　ウォールアクセサリー




